
受身・使役の助動詞の意味用法について
一一『万葉集』と『元朝秘史』にみられる用例をめぐって一一

BAAS釧E町UG. 

はじめに

日本語eモンゴル語は言語構造がよく似ており、基本文型は [S+O+vl

である。従って、文法現象において両言語は類似点が多く、様々なeころに

共通の発想がみられる。

本稿の目的は、両言語における受動文と使役文の語法・意味用法を検討し、

それぞれの使用の実態を明らかにするこどである。主な作業として、各言語

において、最も古い資料である『万葉集』と『元朝秘史』 ωの用例を調べ、そ

の用法を対比させて分析を行う。

『万葉集』の用例は日本古典文学大系『高葉集~ (岩波書庖)により、用例

の読みは『万葉集総索引』、佐竹昭広・木下E俊・小島憲之『万葉集~ (塙書

房、 1963)を参考にし、語法に関しては小路一光(1980)、吉田金彦 (1973)

を主に参考左した。『元朝秘史』は四部叢刊本の漢字音訳モンゴノレ語のローマ

字転写をも左に、ローマ字転写ど転写テキストは小浬重男 (1984-1989)W元

朝秘史全釈~ (上・中・下)、『元朝秘史全釈続攻~ (上・中・下)によるへ『元

朝秘史』の用例表示は、巻数・行数を漢字で、葉数をローマ記数で表記する。

例えば、(五7六)は、第五巻の第7葉の六行自のこ左を示す。

1. 先行研究

日本語の受動態については、従来、動作・作用が主語に対して直接的に関

わるか、閥接的に関わるか、述語動詞が自動詞か他動詞か、動作主が有情物

か非情物か、利害の意があるか否かなど様々な観点から考察されている。

受身の歴史を論ずる際に、非情物を主語kする「非情の受身」がしばしば

問題にされる。「利害の受身」は古代語・近代語を通じて現れる最も一般的な

受動表現であるのに対して、「非情の受身」は国語本来の純正な表現ではなく、
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近代以降に欧文脈の影響で翻訳体によって導入されたものk言われている。

この説を否定する立場、即ち「非情の受身」も古典文献にかなり存在して

いたこ kについて宮地(1968)をはじめ、小杉(1979)、滑水 (1980)等の研

究があり、利害の受身と同様に伝統的な表現形式のーっと主張されている。

使役形の「シム・ス・サス」の成立事情、その本質については、従来の研

究では、あまり大きな見解の相違はないが、使役文の構造(格助詞)、その表

す意味内容(許可・強制)や他動表現左の相互関係について議論されてきた。

従来の研究では、受動形の「ル・ラルJ(現代語で f(ラ)レノレJ)は受身・

自発・可能・尊敬の意味、使役形「シム・ス・サスJ(現代語で、 f(サ)セノレJ)

は使役・尊敬の意を表すこkや、常に動詞語幹左強く結びついて、ほとんr
一体化した形を作るという他の助動詞k異なる性格を有することは注目され、

諸用法の意味分化、その共通性等は大きな課題となり、その性格の解明が進

められてきた。

続いて、『元朝秘史』について簡単に述べるo W元朝秘史』の日本における
テン;f-~':IIン

研究は、那珂通世の邦訳注『成吉恩汗実録~ (大日本図書株式会社、 1907)を

はじめとし、服部四郎・都噴爾礼布『蒙文元朝秘史巻ー~ (文求堂、 1939)の

蒙古字転写本が発表され、これを機に、『元朝秘史』の原典に関する研究が展

開されてきた。

言語学面では、音韻学(母音・長母音)キモンゴノレ語の漢字表記に関する

問題、文語の語葉・語法的な特徴など、その性格を明確にする試みが行われ

ている.

2. 現代モンゴノレ語の受動形左使役形

モンゴル語 日本語

受身 「ー日da-J

使役 「ー白1-J 

f(ラ) レノレ」

f(サ)セル」

形式・【動詞語幹+接尾辞+語尾1

モンゴノレ語の受動文は日本語左同じく、対応関係のある能動文をもっ。
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[1]【能]8. Tsagdaa gemt xe問自幅n-g凶回議

警察(は)犯 人を 之主主主"-9
【受】 b.Gemt xe問自悼ntsagdaa-d 脇氏凶i!;lI

犯 人は 警察に a主義ム&込ゑ
【使1c. Gemt xe陪gten-gtsagdaa-gaar 脇氏此銘

犯 人を 警察で(に) 乏主主ゑ主主&

能動文の対格名調句 rgemtxe問自陣nJが [1b]では主語の位置に移動して

動作主の「恒agdaaJは r"，格J(与位格)を伴い、動詞語幹 rbari-Jには受

身の接尾辞 r-ilda-Jが付き rbari-gda-Jと受動形になり、受動文が成立する。

使役文は [1c]のように、動作の対象が「ヲ格」を伴い、動詞語幹 rbari-J 

に使役の接尾辞「ー白1-Jが接続し rbari-白1-J i:"使役形になり、使役文が成立す

る。

この様に、日本語と似ているところがあるが、異なる言語であるため、相

違点もみられる。大きな相違点は、モンゴル語の受動文は受身の接尾辞「ー日da-J

の他に、使役の接尾辞「ー白1-Jによっても表示されることである。即ち、日本

語の受動文は受身の助動調 r(ラ)レノレ」のみで表示されるのに対し、モンゴ
ル語では受身左使役の両方の接尾辞で表現するのである.

モンゴル語では受動態はあまり発達しておらず、日本語では受動形で示す

ような場合でも、モンゴル語では受動形で表現するのを避けるケースがある。

文、 rxii-ilde-(される)、 mede-gde-(知られる)Jのように他動調が受動形

による受身的な用法を持つのは当然であるが、受動形となるのは ru国-gda-x

(破れる)、 yala-gda-x(負ける)、 yaba-gda-x(行われる)Jのような自動調

的なもの、「組問ー日da-x(見える)、回nso-gdo-x(聞こえる)Jのような自発

的な意のもの、 rajild da悶ー日da-x(仕事に覆われる)、 Qe同 abta-gda-x(洪水

になる)、 ob白ndnerbe-gde-x (病気にかかる)Jのような自然現象や外部から

の非意図的な働きかけによる被害の意を表すものがほkんEである。

さらにそンゴノレ語では、動作主が完全に背景化された状況状態性の陳述文

及び説明文としても受動形が使われる。但し、日本語では《金閣寺は義植民

主:2.I作られた》左動作主を文中に置くこkが可詣であるが、モンゴル語で

は文中に動作主を置くこkは難しい。

又、日本語では《両親に死なれる》等と自動詞から受動文を作るこ左が可
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能であるが、現代モンゴル語では「両親にJ!::与位格名調を主語に置くこの

ような受動文は成立しない。

以上をまとめると、現代モンゴル語では使役形は使役・受身の意味を表し、

その用法範囲が広〈、発達している.これに対し、受動形の用法はかなり狭

〈、受動形で表現するのは、自然現象や自発的なものに偏っていると言える。

3. W万葉集』にみられる受動形と使役形

3. 1.受動形

上代語においては、受身・自発・可能の助動詞左して「ユJrラユ」が主に
使用され、「ル」は受身の助動詞として、「ユ」と平行して用いられていた。

各受動形の用法状況左用例数を以下に示す.

表1

ユ ラユ ノレ ラノレ 合計

自j努 25伊I 4倒 29倒

可能 24伊j 13倒 1倒 3.倒

畳身 44伊j 11倒 1倒 56倒

合香+ 93伊I 13倒 16倒 1倒 123倒

上表からみると、「ユ」は用例が最も多く、その用法も発達しているのに対

し、「ノレ」はかなり少なく、受身の用法に偏っているこkがわかる。「ラユ」

は僅かな用例が存在するが可極の用法のものばかりであり、「ラノレ」は未発達

で用例は一例のみである。

それでは、各助動調を意味的に、 a.r自然にそうなる」ことを表すI自発1、
b.自発から展開した【可能】、 c.動作・作用の影響を受ける意の【受身】にわ

け、その具体的な用例の使用状況を考察する。

3.10. [自発】「おのずからそうなる」という意味を表す。『万葉集』にみら

れる自発の意の受動文では、専ら「ユ」が用いられていて、「自然左~する状
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態になる」の意味を表す。

中でも、動詞「泣かゆJ(終止形)の用例が最も多く、その全てが「突のみ

し泣かゆ」の形でつの慣用語左なっていた左恩われる.

[2]かにかくに恩ひわづらひ器公ゑふ誌記卑[祢能尾志奈可息)(A九七)

[3]王年住ひっつ都の風習瓦&ふι込斗[和周忌属部家利)(AAOJ 
[4]吾妹子が柚もしほほに誌之ムゑ品誌!1(奈伎志曽母波息) (四三五七)

泣こう左する意志がないのに、ひ左りでに涙が出てくる!:-いう悲しみの感情、

忘れたくないものをいつの間にか忘れてしまうという寂しさの訴え、慕わし

く恋しくなる気持ちなE、何らかの今の状況を契機左して、自分の心が自然

とある状態になってくるこをを表す.

3.1b. [可憶】主題名詞句が述語動詞の表す動作・作用をするこ左が可能で

あったり、する能力を有していたりすることを表す。

一般に、人は意志に随って行動するものであり、例えば、思い出そうとす

れば思い出すこ左が可詣であり、人聞は意志すれば、それに随って行為を可

能にする能力を備えている。しかし、恩い出そうとしても思い出されない場

合があり、それは何らかの妨げるものの働きによるのである。「自然にそうな

るJ!:-いう自発的行為を否定して、「自然にそうならない」こkを表現すれば

「不可能」の意味につながってゆく。

可能の意味の「ユJrラユ」は動詞「忘るJr寝」の未然形に付いて、「忘ら
えJr寝らえ」左なり、さらに打消の表現が付いて不可能を表す用法が固定化

し、意志のままに実現できない、不可能な状態を表している。

[5]夢見むとわれは思へど轟蕊ムIIふι[不足癖) (二四一二)
[6]柚きへ濡れて忘員拾へE妹は蕊ムふおふふ[不m志伝)(三一七五)
[7]里まで送り来る君が心は玩主忠義ムよる[和須良息麻之自) (四四八二)

以上のように、自発及びそれに対応する自発的行為の否定(不可能)では、

何れも「おのず左忘れていJr自然k泣いてしまうJr寝ることができない」

等と(人聞の心情では)自然と生じてくる、又は生じてこない心理・精神的
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な状態のものばかりである。

受動形が自発から展開して可能の意を表すことについて、大野(1967)で

は、古代日本人に左つては動作が自然成立したか、それ左も作為的に成立し

たかは重要であり、その区別が(rス」の使役表現に対して)受動表現によっ

て表されていたとしている。受動文で表現される可能は、自発の否定的用法

から発達し、可能表現左して否定を伴わないで独立して用いられるのは、中

世に入ってからである。

3.1c. [受身】受身表現は、周知の通り、普通は有情物が主語となり、他動

詞的動作の主体とその動作を受ける対象との関係が「ニ格」で表示され、主

語の有情物が利害を蒙る意を伴うこkが主である。それに対L、非情の受身

の場合は主語が非情物のため、利害の意を伴わない。

[8]八衡にものをそ思ふム伝忽&ふ.:![人伝不戚知] (ー0二七)

[9]腰にたがねてか行けば人に属品ふ[伊等波誕J、かく行けば人に舗本ふ
[迩久麻誕)U¥O四)

日0]天雲の向伏す圃の武士と尋誌ゑゑム誌[説云入者)(四四三)

W]沫雪に島&ふ手咲ける梅の花[日記落聞有梅花) (一六四一)

[8]は、「私がある事柄を人に知られる」左なれば主語は有情物であるが、

「ある事柄が人に知られる」となれば主語は非情物になる。『万葉集』では、

非情物を主語とする受動文が若干存在するが、話し手は非情物より有情物に

視点を置きやすい(金水(1992.')) 0 ~すれば、これは有情物の受動文左みる

べきかもしれない。 [10]のように、話し手及び作者にkって動作主が問題左

されず、改めて表現上に持ち出す必要がない場合、主体は背景化され、省略

される.

古代では、 W]のように風・波なEの自然現象を主語kし、何(誰)によ

る動作・作用かを問題とせず、残された結果、状態の存在を話題とする非情

の受身が受動文が多く存在する。

3.2 使役形

(6 ) 



上代語では、使役助動調kして「シム」が主に用いられていたが、「ス」の

使役表現としての用例も少数ながら存在するo W万葉集』にみられる使役形の
「シムJrス」は単純な使役の意を表すものばかりで、尊敬の用法は未発達で

あった。

日2]雨降らば着むと恩へる笠の山、人l己主主ムゑ[莫念蓋)(三七回)

[13]今回墾道、メIj株に忌底本ム.ttt.t(安息布麻ζ£斉)(三三九九)

[14]わが恋ふる人の目すらを現品ム&ttふ[不念相見)(一九三二)

吉田 (1973)では[J2]を使役から尊敬の意味に移行していく過程的用法

kして貴重な例とし、対人関係の表現は価値観・待遇感情を伴いやすいため、

このような「ナ~シメ」形の使役の禁止表現から尊敬語法が属関したと指摘

されている。

以上、奈良時代においては、使役では「シム」、自発・可樟では「ユJrラ

ユ」、受身では「ユ」と「ル」で表されるが、上接動詞はかなり限定されてお

り、そのほとんどが表現的に固定化していたと考えられる。

4. W元朝秘史』にみられる受動形と使役形

第2章では現代モンゴル語の受動文と使役文について述べたが、文語では、

両者の意味用法は現代語~はかなり異なっている.

13世紀初めに成立したとされる文語では、受動文にはr-gda-J形の他にr-<la-J 

形が、使役文には「ー白1-J形と「唱a-J形【"が用いられていて、現代口語とは

異なる。特に、『元朝秘史』には現代語には全くみられないタイプの受動文、

使役文が存在する.日本語の受動形が自発・可極・受身(・尊敬)を、使役

形が使役(・尊敬)を意味すると同様に、モンゴJレ語文語の受動形には受身

の他に自発・可能・尊敬、使役形には使役以外に尊敬・自発の用法があった

左恩われる。

『元朝秘史』では、受動形は一一四語、使役形は一八七語が見出せる。各接

尾辞の動調接続状態を次に示す。( )内は延べ語教である。

(7 ) 



表2

揖輯 畳酎形 使控形

胃幹 引 a- -da- 合管十 -01- -g'ト 合容十

自 14語白8f11由 6語血9帥 20語 157倒 98語白o2i冊 33語 (179帥 13l語倒1帥

他 由簡白13i冊 25梧佃醐 94簡白nfl1由 37簡(178帥 19梧 (78i冊 56梧白56側

計 田語白41fI1由 31語師側 114語色28i抽 13s語色曲4抽 虫語白57i冊 187語(637帥

受動形では r-gda-J形が r-da-J形よりも圧倒的に多く、使用頻度がかな

り高いことがわかる。普通は、両者は他動詞に接続して、 ruqa唱da-(わかる)、

岡田-gda-(済む)J等と自動詞的或いは自発的な意の動詞を形成するが、文

語では、自動詞にも接続し、 rire-gde-(来られる)、凶作恒ー(到られる)J等

と受身的な意味を表す用例が存在する。

使役形の場合は、「ー白1-J形が多く、自動詞・他動調に自由に付き使役的な

意味が強い。一方 r-ga-J形は自動詞語幹(三三語)に下接して他動詞を形
成するこ左が多く、使役性より他動詞的な性質が目立つ。そのため例えば、

r -ga-Jによって作られた他動調 rgar-ga-J (出す)に、更に「ー白1-Jを付け

て rgar-ga-白1-J (出させる)とし、使役性を強調することなEがよくある。

各接尾辞の意味用法の状況を「延べ語数」で示す.

表3

掻尾辞 自j努 可能 畳身 11:融 佐役 合計

動形畳

-gd&- z倒 17倒 218倒 1倒 3倒 241倒

-da- 叩倒 15倒 50倒 12倒 87倒

書+ 12倒 32倒 268倒 13倒 3倒 3盟倒

-01- 5倒 10倒 2倒 363倒 380倒

使草 -ga- 1倒 4倒 2担倒 257倒

書+ 6倒 10倒 6倒 615倒 637倒

受動形では、受身的な意のものが最も多いが、少数ながらも自発、可能、

そして尊敬、使役の意を表す用例が存在する。

一方、使役形では、 r-ga-J形は使役左受身にしか用いられないのに対し、

「ー白1-J形は派生接尾辞kして最も生産力が盛んで、自発、尊敬の意をもつも
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のも存在しており、用法範囲の広いこkがわかる。

4.1 受動形

受動の「哲也ー」形~ r-<la-J形を、 a自発、 b可能、 c.受身、 d尊敬、 e.

使役と意味用法により分類し、それぞれ具体的な用例をあげながら考察して

いく。

4.10. [自発】自発の意では、動詞 rbol-J (なる)の受動形 rbol-da-J (な

られる)の用例が多く、そのほ~んrが rjilda bol-da-J、「岡山宮n bol-<la-J 

であり、この形で自発の用法はほぼ固定化していたと考えられる。

日5]teden-dur ung面lalduju ungiiju iiJQ~. 担割!!!i且 (囚34九)

彼等に呼びかけ合って、大声で話L主主えく.t:UI.込:r.
[16] tede 祖国n b豊田:釦回国剥且 b叫iju qoeo由.二32八)

かの 人々(は)買畦く.~ムM 立って残った

[17] tende凸gedeiqahan e国dein岡市:juaman kelen 

そこにオゴデイ・カンは病気に至られて口菅(の感覚)が

jabqan組組組且 (十二21三)

なくなってaムふ本ム&ゑ底

[15J rjilda bolda-J ~ [16] r岡山'畠nbolda-Jの rbol-da-Jは自動調 rbol-J 

(なる)に受身の接尾辞 r-daJが付いた形である。「気がついてみたら、夕

暮れになっていた(知らぬまに、暗くなっていた)Jの意味で、「薄暗くなる、

夕暮れになる」こ左を表す。 [17Jの日abqanJは「何かあるものが思いかけ

ずなくなる、失われる、知られなくなる」の意で、受動形の ralja唱da-runJ

の語幹 ralja-Jは「困る、つらくなる」の意味を表す。つまり、 r(aman kelen) 

jabqan alja自由山nJは「口がきけなくなってつらくなる、話せなくなる」の

状態性を表す受動形である。

4.1b. [可能】可能の受動文は可檀の他に義務の r-ベキ」の意を含むこと

があるので、義務可能の受動文と呼ぶ。
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義務可能の受動文は rkerJ (如何に、 Eのように)、 ryekinJU'うして)

等の疑問調、否定辞の ruluJと reseJ (-ない)を伴って不可能の意を表す

ものばかりである。従って、受動文の可能用法は否定の語を伴う形式に限ら

れていたと考えられる。

日B]k叫 nU目ulenbo'etele ~宅旬。lü 凶量理組銭.Q. keyen 王岨囚〕

人(が) 言っているのにえ2-1，，_1:. itふふMμø~> ~言って

[19] eya-dur man-u oroqu ulu'u引相思鋭鍋島凪 (十一6ー)

和議に←我々の入るか杏かを耗任に匁ムゑ二~

[20] yasun qonog ideyen ugei aju n帥 ügei~色r臨姐虫国i (二15十)

九 拍 食物なく生きて、名なく jζ2-1"エ目認おふふ

[IB] r yekin ulu busi陪gdekuJ(1，うして信じられない)、[19]rker medegdekuJ 

(如何に知らるべき)、 [20] rker OkOgdekOU (<:'うして死ねよう)は、 r<:，

うやって信じられょうか、知れましょうか」、「世の中に名なしでEうして死

なれよう」の意味で、相手に対して不満や詠嘆の気持ちでもって問い掛ける

表現である。

[21] j臨時岡山'esu bidan-a ja'atugai，肱叫虫凶抑制u bo'晶su

法に触れれば我々に告げるよう、認ぷ込ゑ理をもっ者がいれば

bida mokori'ulud-je，臨鎚羽島国 yosutu bo'asu bida 

我々が斬らしめるぞ、議蕊まふゑ~理をもっ者がいれば我々が

凶Iyud-je(十二45人)

考えさkすぞ

[22] monu qoyina maqa urug -tur minu oleng-dur qui'asu 

この後 はてきて親族(子孫)に←私のはますげに包んでも

huke同軸国&倒錯.Q e'ukun-dur qui'asu noqa同

牛に傘込主込主主日(様な者)、 1M肉に 包んでも 犬に

日，Iy，田副島誠虫鳳 to冊、su 十一31七)
傘込hll，t.ιじ(様な者)が生まれれば

受動形の ruku'OI-de-J r随時'畠-gde-J ride-官de-Jに形動詞語尾 r-quJ r -qunJ 
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が接続され、名調句の修飾語(連体形)となっている。 意味は義務可能の「ラ

ルベキ」で、「死ぬベき/懲戒するべき(もの)Jとなるが、 [22]は否定語 ruluJ

(-ない)を伴って不可能を表す。

4.1c. [受身】受身的な意を表す受動形が多い.主語が有情物或いは有情物

に属するもので、利害を表す場合が多いが、利害の意を伴わない中立的なも

のも存在する。

[23] Togto'畠 tende 副回刊 sumu同組組処 unaju' 八2九)

トタトアはそこで 流れの 矢に 単品~手落ち倒れた

[24] ye.un keleten 喝an Teb-tenggari-dur 立副卑見 (十35王)

九つの言語をもっ人衆をテプ・テンゲリにふぷ集151~tl:1; 

又、大崎 (2006)で指摘されているように文語の受動文は語単位だけでは

な〈、動調句或いは従属節左いう大きな単位を対象左する特徴を持つ。そし

て主語或いは補語が背景化されている場合があり、前後の文章(名詞句の伴

う再帰所有格助調)から読み取らないと理解が難しいものもよく見受けられ

る。

[25] suldertu beye副nu 組市』属剥剖品sulder-eeeayuba (十一8七)

御稜威ある御身に(訟の)説り.本主込.!.御稜威を畏れた

[26] Senggum baiyilduqu bolun morin-u-'n 9叩a 鑓凶鋭

セングムが対戦することになり馬の←自分の後足を紅ム&

abdaqu bolju 王34九)

品3.~Ì1i;í (ことに)なって

[27] gurban Me出id"恒 genen

三姓 メノレキド族に油断して

晦日!ii.~. l!凶a臨 (三l二)
掠め.ぷム.tI:.ti;.

büküi-dür 問~jü eme ko'u-ben 

いる時にきて妻子を(自分の)

普通、二つの動詞が並ぶ動調句は、 [25Jのように前の動詞は、「ーju-J等の

剛動詞語尾(連用形)を伴い、連接的及び同時的な動作・行為を表すが、 [26J
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の場合は動詞がそれぞれ受動形になっていて、「馬の後Ji'が射られ、(敵に)

捉えられた」という連続的な動作を表す'0 [27J円陣!jueme kl品目白-bendauliju 

ab-da-Jの「来るJ ~ f掠め取るJ~いう行為の主体は「自u巾an Me出dJ (三

姓メノレキド族)である。行為を示す述語動詞のうち、最後の述語動詞のみを

受動形にして、「三姓メルキド族に来られる」と「妻子を掠め取られる」とい

う二重の受身的な行為を、全体を包む込む形で表現しているのである。因み

に、現代モンゴル語では受動形の動詞を並立して表現したり、大きな単位(従

属飾)をまとめたりする表現は成立しないので、これは文語の受動文の特徴

であるk言える。

『元朝秘史』の言語にみられる自動詞による受動文の場合は、もとの自動詞

文に存在した「主格」を「ニ格J(与位格)名詞匂にするこ左によって作られ、

日本語の自動調からの受動文のような被害・不利益の意を伴わないものがあ

る。

[28] Jurkin-e肱劇部蜘録ji唱。'8nudud kuli明 U抑制u 四13六)

ヂュルキン族に本&込ゑヰよ!.(前に)六日間何とか待ったものの

[29] Naqu-bayan ko'ii-ben 90'0暗u-yi jabqaju nisun nilbusu-bar 

ナク・パヤン子を(自分の)ボオルチュを失って鼻水涙をもって

司山 gene恒凪制品 k叫 -ben ujeju nikente uiyilamu 

あった突然説ムM 子を(自分の)見て 一度 泣き
nikente dongqodumu (二34七)

一度は叱責する

自動調 fi降 J(来る)、 fkur-J (到る)は移動動詞であり、「ニ格」名調句を

補語に~ ~，対格補語を k らない。 [28J はチンギス・カンがタタノレ征伐のた

め応援を求めたヂュルキン族の到着を待っている状況で、 fjQ出in-ei問-gde-J 

ということはチンギス・カンにとって迷惑ではなく、むしろ期待して待つほ

どの良い事態を表す。 [29]も同じく、息子を亡くしたと恩って悲しんでいた

ナク長者の左ころに生きて息子が戻ってくるこ左で、「日enetegQ同争」は主語

のナタ長者にとって嬉しい状況である。
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4.1d. [尊敬】かつては接尾辞 r-da-Jをもっ動詞の受動形が相手を尊敬す

る意を表していたようで、『元朝秘史』では、尊敬の表現と解される動詞 rog-J

(与える)の受動形 rog-回J(与えられる)の用例がほ左んEである。

[30] 9帥 'JU 岨網島組 mortei ei， 同取埠鵡

(わぎわざ)請うて まふ.~Ìllü~ 道がある汝は、説ム00説

ideku yosutai ci 二2九)

食べる道理がある汝は

[31] i叩.-ben ba ~!~. l!9!国.9. Odcigin 十35ー)
人衆を(自分の)も 急ムátl;な，t~1:オドチギン(は)

[32]白gul.g曲 n ugas sedkiju ker 鍵凶錦且 ta (九25ー)

言った言葉(を)想って どのように漉&まふ.tiaお前達

[30]の動調「凸g-t争J(与えられる)は r(貴人が民衆や下臣に物を)与えな
さる」の意味で、尊敬語kして用いられている。また、文中の rkur-te-Jは

「到る」の他に、謙譲語の「いただく」の意味も持つ。つまり、これは謙譲

語の rkur"旭ー」と尊敬語の rog-te-J (与えなさる)を対立的に用いた待遇表

現で、文中の登場人物の上下関係を明確にしている。この文章は、オルパイ

.ソカタイの二人の后遣はイエスゲイ・パアトクノレを亡くして子供達と残っ

たホエルン・ウヂン母を見下して言った言葉である。 [31]では、「与える」行

為の主体はチンギス・カンであり、「人衆を与えなさるJ~尊敬の意を含んで

いる左恩われる。 [32] r qan-da-Jの rqan-Jは「満たされる、適う」を意味

する動調語幹で、これに接尾辞 r-daJが付いた受動形である。文章の前後関

係からみる左「お前遣はEのように満たされょうか」即ち、「どんな事をして

お前遣の希望を満たしてやろうか(なんなり左望みを言うがよい)J左いう意

味で、(チンギス・カンの)諸君に対する敬意を表す言い方である。

4.1.. [使役】使役的な意味を表す受動形が存在する。これは、『元朝秘史』

の言語の一つの特徴とされ、小津(1997)は「自動詞の使役形」と呼んでい

る。全巻を通して三例しか見出せないが、文語の受動文には使役用法があっ

たこkが確認できる。
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[33] .陥-yi lli凪副銅鋼i且 ayun 回 ayuba (+31ー)
母を 誌~ 恐れに恐れた

[34] Yesugei qan imayi o'er-dur-iyen 鴎凶剥品(玉10四)

イエスゲイ・カンは 彼を 自分の処に 蕊&M

[35]色inggis qahan jar1i自 国 lurun iluqu-bu岡田-a 邑idurgu

チンギス・カンが 勅するのにイノレク・プルカンに シドワルグの

ne陪 ogeu lIuqu-bu珂an 邑idurgu-yi 国組単品 (十二10六)

唱を 与えイルク・プノレガンシドワルグを本~

[33]の reke-yi qilingla-gda-J (傍訳は《母行被怒着)))は文法的に変わ

った表現である。普通は、 reke-yiJ (母を)の後は rqilingla-'Q[-jUJ (怒らせ

る)と使役形であるべきであって、 rqilingla-自由ーJUJ 怒られる)と受動形に

なるならば reke-yiJではなく、 rekEトdeJ (母に)左「ニ格」でなければな

らない。日本語的な発想からみれば、 reke-de qilingla-gda-juJ (母に怒られる)

の方が自然な言い方となる。 [34][35]も、そのまま読めば「彼を来られて」

「シドウノレグを来られて」左なり、日本語の表現どして不自然な感じがする。

そこで、「冊目de-Jを「来させる」と読み変えなくてはならない。モンゴル人

の理解では、時によって受動形を使役形に読み変えることがよくあり、この

場合も受動形の ri問自由ー」を r(-を)来させて」左理解する方が自然である。

この用例について、前記の大崎 (2006)では、受動接尾辞が大きな単位であ

る「節」を対象にする用例kみて、 [33]は「母が怒る」、 [34]は「彼が来る」

という行動を受ける受身的な意味で解釈し、一つの文にもう一つの文が埋め込

まれた複合的な構造をもっ受動文kしている。

確かに、この三例のみから受動形に使役の意味を表す用法があったとは言い

切れず、大崎説のような解釈も可能である。しかし、「ヲ格」名調句を伴い、

自然左使役の意味で理解するこkができるため、本稿では、使役を表す受身表

現と考えたい。

以上の検討より、現在、主に自発的なものや自然現象を表現する傾向とな

っている受動は、かつて文語においては自発以外に、可糧、受身、尊敬、使

役の意にも用いられ、その用法範囲が広かったこkが明らかである。
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4.2 使役形

『元朝秘史』には、多くの使役文が存在する。基本的には、使役の「サセノレ」、

恩恵の「テモラウ」、受身の r(ラ)レル」の用法を持ち、現代語とはあまり
変わらない.しかし、『元朝秘史』特有なもの左みられる使役形で自発、尊敬

の意を表す用例が存在する。

『元朝秘史』の使役文を意味用法により、 a使役(恩恵)、 b.自発、 c受身、

d尊敬に分けて、その具体的な用例を分析する。

4.2.【使役】モンゴル語では使役形で使役の意味だけではなく、「テモラ

ウ」の意味を表すこ左がある。使役文の形式は、使役形の述語動詞は「ヲ格」

或いは「ニ格」の名調句を直接目的語にとる。

[36] Temujin 面 ulus-un町en bolu'畠su namayi ji'agsan-u tula 

テムヂン、お前は国の主人となれば私が告げたのだから

ker i!IlI正副刷 (三39五)

どのように(私を) 義ム本芯副よ

[37] iili'iln beMned o阿佐 anu maga!民周期i且garkol anu 
よりすぐりの嫁達娘達を←彼らのはて連込ぷおまぶ、手E←彼ちの

略臨刻品 i刷』訂M刷nl、川i'刷a

漉な芯3ζL 乳牛達羊達を(伯自分の)はて器ム芯ゑ~之L かな

[38]邑igトqutuquo'er-瞬n teyin 車鋭品国正島国国間~u ga市J (A32三)

シギ・クトゥグは自分をそのように轟革主芯 終わって出て

何れも相手に働きかけて何か動作・行為をさせることで、その「サセJレ」行

為は許可・放任 ([36])や強制的 ([37])な内容を含意したり、或いは相手に

自分の利益になるこ左 ([38])をさせたりする意味を表す。

4.2b. [自発】自発を表す使役文が少数ながらも存在する。

『元朝秘史』に現れる動詞 rbol-ga-J (ならせる、させる)はほ左んEの場

合、使役を表すが、自発の意を表す用例がある。又、動詞 rgeyi-J (明るくな

る)は r(adQr) geyi' -al-J、動詞「轟in日目e-J (沈む、染み透る)は r(naran) 
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Aingge' -Ql-Jと使役表現で自発を表す用例が見られる。

[臼3回9凶]ud岨幽t凸耐lr gegeyen 辺困到且 町e

日(を) 明る〈 立芯z手L、 見れぽ
[40] manager erde udur 鎚瓜属品且 (五31四)

あくる日 早〈日(を)盟ι主主l:.
C41]問団n 副担脱却蜘 mun tende situlduju 四38四)

太陽(を)民主其l:. そのそこに対峠して

[39] rudur geg町邑n bolg司uJは日本語に直訳すれば「日を明るくならせ

てJi:'なる。自動調 rbol-Jに使役の「唱a-Jが付き「ならせる、なす」の使

役形となっているが、意味は使役ではなく、「日が明るくなる、夜が明ける」

である。 [40]r udur geyi'UI-J 日を明けさせる)、 [41lr naran singge'UI-J (日

を沈ませる)は、「夜が明ける、夜を明かすJr日が沈む」である。これが自

然現象の描写で、「夜を明かす」等には「何とか早〈夜が明けないものか」と

いう感情の現れがみられる。

現代語では、使役形で自発を表す用法はなく、この使役表現は自発の意味

では用いられないが、古くは、自発的な意味が存在しており、それが状態性

の自然現象の描写表現であったと考えられる。

4.2c. [受身1使役形で受身的な意味を表す使役表現が存在するが、この用

法は現代語でもよくある現象である.表現形式は「ニ格」或いは「ヲ格」を

左り、何れも利害の意を表す受動文の場合k同じく、動作主左対象が人間及

び人聞に属する事物に限られる。

[42] gu巾an Me巾id-un

三姓 メノレキド族の

gu由anta 刷託刷且

三度 &ふ&ま芯

Uduyid-ta Bu珂an-qaldun-ni

ウドゥイト氏にブルカン・カルドゥン山を

ayu'ul-<lala'a bi (A10四)

恐れさせられた私は

[43] de'u-ner-iyen teden-e匝yln胤副島 kerujeju amu 十37七)

弟達を(自分を)彼等にそのようにぷぷ品、 rうしてみているのか
[44] E国is-ike岨luruneub tu曲。lonkトyn凶 un-dur雌期以(八回
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エノレディシ河を渡る時溺れて多くを←自分達の水(中)で属議北島

[44]の場合は、「水中で死なせてしまった」という受身的な意味で解され

る使役表現である.現代語においても、使役形は robein-er oko'al-J (病気で

死なせる→病気で亡くす) r eono-d ide-1iI-J ((家畜を)狼に食べさせる)とい

うように、自分の力ではEうにもならない動作・行為が起こり、それが受身

的な結果左なる意味で用いられる。

4.2d 【尊敬1尊敬の意を表す待遇表現左みられるものが僅かながら存在

する。

[45] o.同日 bu gartugai ke'ebe. eyin協定凪銅 jaMigdab削 (十6六)

軍(に)出ないように k云った。このように義友芯手勅(を)破って

[46]凸godei qahan 樋 r-iyen qan 田瓜肱(十二日二)

オゴデイ・カンは 自分をカンに&ヰ立本:r.

[45] r(町in)ke'品，'ul-Jの直訳は r(このように)云わせる」となり、この「云
わせる」の動作主は社会的に「優位者」と位置づけられているチンギス・カ

ン自身である。そのためこの文章は、「わしにこのように云わせて」の意を含

む自己尊敬表現と考えられる。 [46]は(オゴデイ・克ン)自分がモンゴル帝

国の最高位にあるものとして、自らによってではなく、「己を(衆人によって)

あげさせる」左間接的な言い方をしていたど恩われる.

5. おわりに

最後に、『万葉集』左『元朝秘史』の受動文及び使役文の用法を対比させて、

その内容を簡単にま左める。

『万葉集~ w元朝秘史』

《受動表現の場合>> I <<受動表現の場合》
自発では、心理的・精神的状態を| 自発では、自然現象描写の状態を表

表すものがほとんどで、その表現形|す表現がほとんどで、表現的に固定化

式が固定化する傾向がみられる。 Iしている。
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可能用法は、打消の表現を伴い、| 可龍用法は、何れも疑問詞や杏定辞

人聞の心理的現象など自発的行為を|を伴い、心理的現象の否定、不可能を

否定する不可能の用法に限られる。 I表す場合に限られる。
受身用法は、人聞を主語と し、利| 受身用法は、主語が有情物のものほ

害の意を表す他動調の受動文が圧倒|かりで、受動文が成立するのは「有情

的に多い.非情物の受動文は僅かな|の受身」に隈られる.非情物の場合は

がらも存在する。自動詞の受動文は|その非情物が主語になることはなく、

自然現象を主語とした状態性の描写|その所有者を主語として受動文が作ら

表現である。 Iれる顕著な傾向がみられる。

《使役表現の場合>> I <<使役表現の場合》

単純な使役の意を表すものばかり| 現代語左同じく、使役・恩恵・受身

で、用例が比較的少ない。 Iの用例が数多く存在する。
尊敬の用法は未発達であるが、使| 尊敬を表す待遇表現がみられるが、

役から尊敬へ左意義転化する過程を|それは相手文は自己行為について間接

確認できる用例がみられる。相手の|的に表したものである。

行為について、直接ではなく、誰か| 自発の意のものも少数ながら見出せ

に「サセルJeいう間接的な言い方|るが、そのほどんEが自然現象を表す

である。 I状態性の表現である。

このように、日本語とモンゴル語は、受動態を発遣させたか、使役態を発

遣させたかの違いはあるけれEも、その表そうとする意味には共通する点が

ある。また、受動形が受身、自発、可能、尊敬の意を派生したり、使役形が

使役以外に尊敬の意味も派生させるその発想法が非常に似通っており、共通

性が高いことがわかる。

両言語にみられる種々の用例を通して次のようなこkが考えられる。自然、

春夏秋冬という四季の順行の中に生きる両民族にとっては、古来より自然は

尊ぶべき存在であり、それと闘って克服するという思想はなく、自然のまま

であるこ左は人生・運命左恩われていた。そして、自然の成り行きによって

得られるものは(自然)可詣であるkいう思考法を持っていた。その発砲が

似ているため、言葉として表現化される際に類似点が現れてくる。

しかし、両民族の文化や生活環境が異なるため、言葉には相違点も現れる。
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モンゴノレ人は土地に定着せず遊牧生活を営み、自然の中で生活する中で、広

野での移動によって人々と出逢い、様々な人間関係を持つ.一方、日本人は

稲作農耕を営み、限られた土地に定着して生活し、人聞の移動は限定されて

いているため、狭い人間関係を持つ。それぞれに異なる人間関係が成立した

結果、人間関係に関する言葉、例えば、利害を表す表現形式が違ってきたの

だ左恩われる.

〈注〉

(J) 13世紀のもので、モンゴル語を漢字音訳した十二巻に及ぶ歴史物語である。後に、

モンゴノレ語部ローマ字に転写され、日本語に翻訳されている。例えば、

中忽必来 那牙泥 中骨音児魯冗働途雪児 察冗音刺.n:‘橿

日ubilai noyan-i Qa山'd- tur oa.古田'ulba 十10四)

クピヲイ長官を カルルグ族に 出担させた

(2)各用例に付した邦訳文はおおよそ小揮(J984-1989)によった。単語に関しては

は rCinggisqah田」を「チンギス可汗」と訳しているが、ここでは、わかりやす

くするため、「チンギス カンj "する.JI.、用例の解釈や語法的な説明のため原

文の邦訳に訂正を加えている。

用例の邦訳中に現れる(←)記号は再帰所有語尾や人称所有を示す。再帰所有語尾

左は格助調、後置調、一部の副動詞のあ主について、 r(主語に"って〕自分の-j

の意味を付け加える.人称所有は「私の、あなたの、彼等の、その」等の意味を付

加する。例えば、用例 [19]の reye-dOr manuJの rmanuJ、[22]r u凹g-turminuJ 

の rminuJ は人称所有の副助調で、前者は「我々の和識に」、聾者は「私の親族

(子孫)に」という意味を表す。

(3)金水敏(1992)では、語手は動作主(主語)寄りの視点をとり表現することがー

番容易で、わぎわぎ動作の対象(目的語)よりの視点をkるこkは困難であるとL

ている.

(4)モンゴノレ語文語の受動指接尾辞には母音交替による幾つかのパターンがあるが、

ここでは r-gda-jは異形態の「ー例制 r-qda-I-kde-jを代表し、 r-da-jは異形態

の r-d舎jrー祖I-te-jを代表する表記とする.
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